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〇訊；ば竺門

， 傘.......
平本署長（左）と森岡統括ディレクター

令和2年度「本郷防火のつどい」火災予
防業務協力功労等表彰式が、昨年11月10
日に本郷消防署（平本隆司署長）で行われ、

本学が「広報業務協力功労（団体）」として
「企画調整部長感謝状」を贈呈されました。
これは、大学祭・防火週間・救急医療週

問期間中に消防広報の協カ・頁献を行った
こと、2019年度「本郷防火のつどい」に
おいて講師の派遣を行ったことなどが評価
されたものです。同講師は、新田都志子経
営学部教授と同学部頌在四時）甜5。「エ
スカレーターの安全利用啓発活動～ビジュ
アル・デザインを用いた行動変容アプロー
チ～」と題して、2019年度の活動報告を中
心としたエスカレーターの安全利用と防災
について講演しました。

今回の表彰式には、森岡俊也統括ディレ
クターと、本郷キャンパス総務グループの
吉河敏裕マネジャーが出席。平本署長より
感謝状を頂き、今後の火災予防業務協力へ
の大きな励みとなりました。
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第
四回
全
日

本
バ
レ
ー

ボ
ー

ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会
（
春

校
バ
レ
ー）

が
1

月
5
日
か
ら
10
日
ま
で
東
京
体
育
館
で
開

催
さ
れ、
本
校
は
4

年
連
続
12
回
目

の
出
現
を
果
た
し
ま
し

た。
（
写
真
撮
影
11
『
月
刊
バ
レ
ー

ボ
ー

ル』
田
中
風
太
氏）

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
を
受
け 、
今
年

は
無
観
客
で
実
施 。
本
校
は
東

京
第
1
代
表
と
し
て、
岡
山
県

代
表
で
昨
年
の
イ
ン
タ

ー
ハ
イ

を
制
し
た
就
実
高
校
と
の
対
戦

で
2
回
戦
か
ら
出
楊 。
昨
年
の

春
高
バ
レ
ー

も、
両
校
と
も
に

シ
ー
ド

校
と
し
て
2
回
戦
か
ら

出
場
し、
と
も
に
敗
退
と
い
う

悔
し
い
思
い
を
共
有 。
ま
た、

本
校
の
高
稿
美
鈴
キ
ャ

プ
テ
ン

(

3

杉）
の
母
・
恵
子
さ
ん
は

就
実
高
校
O
G

で、
全
国
制
覇

を
果
た
し
た
経
験
が
あ
り
ま

す。
2
年
生
エ
ー

ス
の
広
田
あ

い
瀑
(

2

杉）
も
怪
我
を
乗

り
越
え
復
帰
し、
チ
ー

ム
を
支

え
ま
し
た。

第
1
セ
ッ
ト

序
盤
で
就
実
高

校
が
2
点
を
先
行
す
る
と、
本

校
の
猛
撃
が
始
ま
り、
中
盤
で

覇
を
果
た
し
た
現
高
2
メ
ン
バ

ー
が
3

年
生
の
想
い
を
背
負

い、
1

年
生
と
と
も
に
邁
進
し

て
い
き
ま
す。
試
合
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す。

【

2
回
戦】

本
校
0
(
17|
25 、
19_
25)

2

就
実
高
校

「全員パレー」の高校パ レ ーボールチーム

は
手
に
汗
握
る
見
事
な
ラ
リ
ー

を
展
開 。
終
盤
で
は
本
校
が
3

ポ
イ
ン
ト

連
続
で
取
り、
再
び

長
い
ラ
リ
ー

を
展
開 。
攻
撃
の

リ
ズ
ム
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
っ

た
本
校
で
し
た
が、
惜
し
く
も

第
1
セ
ッ
ト

を
逃
し
ま
し
た。

第
2
セ
ッ
ト

は、
序
盤
に
就

器
慕
1
点
を
先行
す
る
と、

本
校
が
3

連
続
ポ
イ
ン
ト

を
取

り
猛
追 。――一
度
ラ
リ
ー

を
展
開

し、
両
校一
歩
も
譲
ら
な
い
展

開
と
な
り
ま
し
た。
中
盤 、
本

校
は
2
連
続
ポ
イ
ン
ト

を
2
回

取
り
ま
し
た
が、
相
手
も
4

連

続
ポ
イ
ン
ト

を
取
り
応
戦 。
終

盤 、
就
実
高
校
が
マ
ッ

チ
ポ
イ

ン
ト

を
迎
え 、
本
校
も
プ
ロ
ッ

ク
ポ
イ
ン
上
窯
衿
ま
し
たか 、

相
手
の
隙
の
な
い
プ
レ
ー

を
崩

す
こ
と
が
で
き
ず 、
初
戦
敗
退

と
な
り
ま
し
た。
本
校
を
破
っ

た
勢
い
そ
の
ま
ま
に、
大
会
で

は
就
実
高
校
が
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た。

今
後、
中
学
時
代
に
全
国
制

U
N
W
o
m
e
n
（
ジェ

ン
ダ
ー

平
等
と
女
性
の
エ
ン
パ

ワ
ー

メ
ン
ト

の
た
め
の
国
連
機

関）
で
は、
「
女
性
に
対
す
る

房
撤
廃
の
国
際
デ
ー
l

で
あ

る
11
月
25
日
か
ら
「
世
界
人

権
デ
ー

」

で
あ
る
12
月
10
日

ま
で
の
16
日
間、
暴
力
の
な

薗
い
未
啓
羞
竪
し
て、

学
校
や
建
造
物
・
史
跡
の
ラ
ン

ド
マ
ー

ク
と
い
っ

た
街
中
を
オ

レ
ン
ジ
色
に
染
め
る
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す。

本
学
で
は
同
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン

に
賛
同
し、
2
0
1
6

年
よ
り

毎
年
績
檄
的
に
活
動
し
て
い
ま

す。
昨
年
は、
甲
斐
田
万
智
子

外
国
語
学
部
教
授
と
同
学
部

の
学
生
を
中
心
に
初
め
て
人

問
学
部
の
学
生
も
参
加
し、

「
2
0
2
0

年
文
京
オ
レ
ン
ジ

デ
ー

キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」

の
周
知

啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た。
キ

ャ
ン
パ
ス
内
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
ポ
ス
タ

ー
掲
示 、
啓
発
グ

ッ

ズ
の
配
布 、
S
N
S

で
の
メ
ッ

セ
ー

ジ
の
ア
ッ

プ
ロ

ー
ド

な
ど

で
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
ま

し
た。ま

た、
12
月
10
日

の
「
世

界
人
櫂
デ
ー

」

に
配
信
さ
れ
た

日
本
政
府
の
公
式
T
W
i
t
t

e
r

と
F
a
c
e
b
o
o
k

で
は、
甲
斐
田
教
授
の
こ
れ
ま

で
の
活
動
紹
介
と
本
学
が
行
っ

て
き
た
オ
レ
ン
ジ
デ
ー

キ
ャ
ン

ペ
ー

ン
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
ま

し
た。

‘

 

•
r
 

＼ 
→ 

キャンペーンに参加した甲斐田（万）ゼミ生
―

゜ キャリアてっべんフォ ー ラムー経験談をオンラインで～

ふじみ野キャンバス I 
現在、社会で活躍中の卒業生が過去の同フォ ー ラムで語った記録を同委

員会にて編集し、 11月にオンデマンド配信。さらに、特別企画講演者•鈴木
明日香さんに新たにインタビュ ーを行い、コロナ禍での働き方の変化など
を収録時と比較して語っていただきました。
●学生実行委員長＝小林瑞市朗（It遥学和2年）

（ 
　自分が 「好きなこと」を軸に

キャリアセンターに通い、就活に必
要な情報を得て指導を受けました。
その結果、8社の内定をいただき、3

..................................................................................................................

〈小田急電鉄株式会社ほ瑯 小林美香子様（2020年コミュニケーション社会学科卒業） ） 

株式会社ホンダライフ（自動鄭即粉 ） 
カ月で就活を終了。新しいことに挑
戦できる魅力を感じて同社に入社し
ました。後輩には「周囲に相談しな
ヵゞら楽しく就活を」と伝えました。

小林さんは、鉄道・欽食・ホテル が間に合わなかった」など。連転手
など約40社にエントリー し、6月中 になるという夢に向かって努力中の
旬に同社に内定。就活中の反省は「エ 小林さん。後輩には「早めの行動と
ントリー シートの締切に追われ、ス たまの息抜きで後悔のない就活を」
ケジュ ール管理に問題」「SPI対策 と伝えました。
.................................................................................................................. 

（ 株式会社PALTEK（精密機器専門商出 今安彩乃様（201 眸児童発達学科卒業） ） 
同社入社の決め手は、企業理念が

本学 の教育理念と 一致していたこと
と、面接が対話式であったことなど。
児童発達学科での学びや実習を通じ
て得た能力が「相手の意向をくむ」

講演者鈴木明8香様

鈴木さんには、2019年11月に登壇
した同フォ ーラム講浪内容の配信と
併せて、特別企画にご協力いただき
ました。職場からオンラインで繋いだ
インタビュ ー の聞き手は、キャリア
実践講座の外村倫子講師。この1年
の 大きな変化は、まずコロナ禍の環
境で初めての異動を経験。人材派遣

  （2016年心理学私卒業）

「要点をまとめた資料作成」 などに
役立っています。後輩には、 キャリ
アセンターや営業研究会で学んだこ
とを基に、具体的な就活方法の詳細
を話しました。

シミックキャリア株式会社（人材サー ビス）
2018年人間福祉学科卒業

営業 職の厳しい現揚で悩むこともあ
ったという鈴木さんですが、すでに先

輩社員として新 人教育も担当。改めて、
大学恥{tにすべきことは「自己理解」「社
会 人との関わりを持つことが大切」「大
学生活を全力で楽しんで、無駄のな
いように、悔いのない学生生活を送っ
て欲しい」と語りました。

本郷キャンバス I 

＇ベオ
1レ

シン
←珍
乏デ

目�j�

園
就職活動が大変厳しい中で、就活を終え内定を得た経営学部と外国語学

部の 4年生が、後輩に向けて貴重な経験談を11月30日にライプ配信。また、
第2部として発表者4名とキャリア戦略会議委員長・外国語学部高橋修一郎
准教授によるパネルディスカッションがオンデマンドで配信されました。
●学生実行委員長＝鈴木優⑤準白学部2年）。 学生発哀者敬称略

（
 

埼玉縣信用金庫（金融） 橋本 菫ぼ営学部） ）
揺本さんは、高校時代からの夢で

あった「銀行」への就 職を目指して
就活を開始。「お客様と深く関わる
ことができる」をはじめ3つの軸で
キャリアセンター、マイナビ等を利

（
 

用し、年の内定をいただきました。
後輩には「就活は早めの行動で計画
的に！ 頑張ったら息抜きを。自分
と他人を比べずに自分に合った就活
を！」と伝えました。

株式会社LEOC（フ ー ドサー ビス）

市村さんは、11月に就活をスター

ト。12月の合同説明会の頃には、就
活に興味を覚え、1月に会社説明会
に参加し、早期面接を受けることに。
面接 の練習は キャリアセンターで行

市村慎吾堺国碧学部） ）
いました。2月に殿終選考に臨み、3
月に就活終了。その間 「周りに流され
ない」「思い詰めない」と考えて行動。
後輩には「今を一生懸命過ごすこと
を大切に」と伝えました。

.................................................................................................................. 

〈 株式会社トリー ト（プライダル） 阿部沙紀（外国語学部） ） 
阿部さんは、3年生の春に就活を ら好きな ことを」するためには「自

開始。夏に企業説明会やインターン 分のことを知る」を軸に 活動。後輩
シップに参加。秋から冬に早期選考 には「自分に合った就活を。自分 の
を受け、4年生の春に内定を受けま 意志をしっかり 持つ。自分と向き合
した。自己分析の結果 「自分が心か える就活は楽しい！」と伝えました。
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

（
 

株式会社リソ ースクリエイション（求人広告代理店）

自己分析をして自身を客観的に見
つめることができた奥さんは、自分
の強み、就活の軸を見つけ、思考・
行動も変わりストレスが軽減。社長
の 将来ビジョンに共感し、法 人営業

奥 敬佑澤営学部） ）
を希望して内定へ。「就活は早めに始
めるべき。大 人と話す練習をすべき」
との反省点を踏まえて、後輩には「就
活だけではなく、将来に向けての自
己分析をして欲しい」と伝えました。

年
頭
に
あ
た
り
新
春
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す。

2
0
2
0

年

ー
い
よ
い

よ
東
京
五
輪
が
開
幕
し、
日

本

が、
世
界
が
喜
び
や
熱
気
に
あ

ふ
れ
る
は
ず
で
し
た。
し
か

し、
現
実
の
世
界
を
覆
っ

た
の

は
C
O
V
I
D,
19
と
い
う
未

知
の
ウ
イ
ル
ス

ー
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
感
染

拡
大
で
社
会
の
あ
り
方
が
大
き

く
変
わ
り、
学
校
現
楊
も
大
き

な
影
轡
を
受
け
ま
し
た。
何
が

正
解
な
の
か
も
わ
か
ら
な
い
中

で、
そ
れ
で
も
学
び
を
止
め
な

い
た
め

に、
で
き
る
こ
と
を一

っ
ひ
つ
続
け
習
々
で

し

2
0
2
1

年

1

年
が
明

け
た
今
も、
不
透
明
で
曖
昧

な
日
々
が
続
い
て
い
ま
す。
ワ

ク
チ
ン
や
治
療
薬
が
開
発
さ

れ、
や
が
て
世
界
に
普
及
し
た

と
し
て
も、
以
前
の
社
会
に
戻

る
こ
と
は
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す。
こ
れ
か
ら

の
い
わ

ゆ
る
A
f
t
e
r
コ

ロ
ナ
の
時

代 、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
や

体
験
は
ま
す
ま
す
オ
ン
ラ
イ
ン

化
さ
れ
て
い
く

で
し
ょ
う 。
I

C
T
ス
キ
ル
を
高
め
て
い
く
こ

と
が、
こ
れ
か
ら

の
時
代
を
生

き
て
い
く
上
で
の
必
須
事
項
と

な
っ

て
い
き
ま
す。

そ
の一
方
で、
再
認
識
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す。
リ

ア
ル
な
対
話
や
共
通
体
験
が
持

つ
真
の
価
値

ー
オ
ン
ラ
イ

ン
で
は
決
し
て
味
わ
う
こ
と
の

で
きな
い
刺
寝
函
窒『
淵
度 �

ォ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
み、
リ
ア

ル
な
対
話
や
体
験
が
貴
軍
な
機

会
と
な
っ

て
い
く
中
で、
そ
の

価
値
や
意
味
は
さ
ら

に
高
ま
っ

て
い
く

で
し
ょ
う 。

そ
し
て、
こ
の
め
ま
ぐ
る
し

い
変
化
の
中
で、
こ
れ
か
ら

の

学
校
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の

か 。
リ
ア
ル
と
I
C
T

の
共

存

ー
た
と
え
規
模
や
内
容

が
変
化
し
た
と
し
て
も、
リ
ア

ル
な
対
話
と
共
通
体
験
を
大
切

に
し
て
い
く
こ
と。
そ
し
て、

I
C
T
ス
キ
ル
の
さ
ら
な
る
向

上
に
資
す
る
教
育
を
禎
振
的
に

展
開
し
て
い
く
こ
と。

現
代
の
生
徒
た
ち
は、
私
た

ち
大
人か
思
っ

て
い
る
以
上
に

「
何
の
た
め

に
学
ぶ
の
か」
「
何

の
た
め

に
学
校
に
行
く

の
か
」

と
い
う
こ
と
を
弾
く
廊
識
し
て

い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す。
だ
か

ら
こ
そ 、
「
リ
ア
ル
の
も
つ
素

晴
ら
し
さ
」

と
「
A
f
t
e
r

コ
ロ
ナ
時
代
に
必
須
の
I
C
T

ス
キ
ル」
を
学
べ
る
楊
で
あ
る

こ
と
が、
学
校
の
大
き
な
役
割

で
あ
り、
使
命
で
も
あ
る
と
思

い
ま
す。

教
職
員一
同、
こ
の
新
た
な

目
糠
に
向
け
て一
層
の
研
鑽
を

禎
み、
日
々
の
教
育
活
動
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す。

本
年
も、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す。

謹
賀
新
年

糠
や
か
で、
幸
せ
な一
年
で

あ
り
ま
す
よ
う

に。
ま
ず 、
皆

様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す。

こ
の
よ
う
な
時
代
で
あ
る
か

ら
こ
そ
持
つ
べ
き
も
の
は
勇
気

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か 。

『
勇
気
C
O
U
R
A
GE』

（
バ
ー

ナ
ー
ド

・
ウェ
ー

バ
ー

著
・
日
野
原
重
卵
訳
2
0
0
3

年）
に
以
下
の
よ
う
な
文
章
が

出
て
き
ま
す。
「

い
ろ
ん
な

ゆ
う
き
が
あ
る
ん
だ
す
ご

い

の
か
ら
ま
い
に
ち
で
あ
う

ゆ
う
き
ま
で
」

「
け
ん
か
を
し

て
も
じ
ぶ
ん
の
ほ
う
か
ら

な
か
な
お
り
す
る
の
も
ゆ
う

き」
「

い
っ
し
ょ

に
ふ
た
り
が

は
げ
ま
し
あ
う

の
も
ゆ
う

き
」バ

ー
ナ
ー
ド

は
自
分
の
惹
志

で
行
う
な
ら
ば 、

ど
ん
な
小
さ

な
行
為
で
も
勇
気
で
あ
る
と
教

え
て
く

れ
て
い
ま
す。
我
慢
す

る
勇
気 、
挑
む
勇
気 、
変
わ
る

勇
気 、
そ
れ
が
今
必
要
な
も
の

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す。

と
こ
ろ
で、
現
代
の
子
育
て

事
情
は
如
何
に
変
化
し
て
き
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か 。
埼
玉
県

ふ
じ
み
野
市
で
は、
今
や
遂
に

「
定
期
的
に
利
用
し
て
い
る
教

育
・
保
育
事
業」
は、
令
和
2

盟
か
ら
保
育
所
「
回
」

(

49

•
8
%)
が
幼
稚
園
(
39.
2

％）
を
上
回
り
ま
し
た。「
で
き

る
こ
と
な
ら
ば
保
育
所
『
回』

に
預
け
て
働
き

に
出
た
い」

こ
の
よ
う
な
家
庭
が
主
流
を

占め
て
きた
と
いつ
こ
と
で
す。

そ
の
よ
う
な
中
で、
大
学
併

設
幼
稚
園
は
如
伺
に
あ
る
べ
き

で
し
ょ
う
か 。
そ
の
位
置
付
け

は、
限
り
な
く
理
想
の
保
育 、

そ
し
て
保
育
理
論
に
沿
う
形
で

教
育
を
行
う

と
い
う
怠
味
が
あ

「でをる」を六切にする1年に

ふ
じ
み
野
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
会
本
部

栗
林
颯
汰（
入
皿
学
部
3

年）

一

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す。
皆
様
の
お

ー
か
げ
で
今
年
も

無
事
に
新
し
い
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た。昨

年
は、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
リ
モ
ー

ト
授

業
と
な
る
な
ど
授
業
の
受
け
方
や
生
活
が
変
化
し
た
こ
と
に

よ
り、
戸
惑
い
を
感
じ
る
年
と
な
り
ま
し
た。
学
生
会
本
部
と
し
て
も、
例
年
行っ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
で
き
ず、
対
面
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
主
体
に
し
て
い
た
私
た
ち
に
は、
こ
の

よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
何
が
で
き
る
の
か
を
悩
み、
考
え
続
け
る
1
年
で
あ
り
ま
し
た。

今
年
は
「
こ
れ
が
で
き
な
い」
で
は
な
く、
「
こ
れ
が
で
き
る」
を
大
切
に
す
る
1
年
と

し
て、
状
況
に
応
じ
て
リ
モ
ー

ト
や
対
面
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら、
学
生
会
本
部一
同
で
活
動

に
励
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思っ
て
お
り
ま
す。
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す。

勇

気

園＇ 
る
と
思
い
ま
す。
そ
し
て、
大

学
翡
幼
稚
園
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
を
考
え
る
場
合 、
大
学
に

あ
る
多
く

の
人
的
資
源
・
物
的

環
境
•

最
新
の
研
究
成
果
を
活

用
し
て
教
育
・
保
育
を
考
え
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す。
こ
れ

ら
を
活
か
し
て
い
く
こ
と
で、

地
域
の
モ
デ
ル
と
な
る
質
の
高

い
督
を
施
す
こ
と
が
で
き
ま

す。
ま
た、
こ
れ
が
プ
ラ
ン
ド

と
な
り
ま
す。

「
今
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
将

来
就
職
す
る
時、
現
存
し
な
い

仕
事
に
就
く
割
合
が
65
%
」

そ
ん
な
時
代
で
あ
る
か
ら
こ

そ 、
勇
気
を
持
っ

て
変
化
に
強

い
ふ
じ
み
野
幼
稚
園
に
な
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す。

変化の年に

こ
れ
か
ら
の
形
ー
リ
ア
ル
と
I
C
T

高
等
部
校
長

清
出
小
市
迄
g

B
々
是
好
B

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す。
平
素
は
本
校
の

教
育
活
動
に
多
く

の
皆
様
よ
り

多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
心
よ

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す。

さ
て、
昨
年
は
コ

ロ
ナ
禍
の

中、
本
校
の
生
徒
も
多
く

の
生

活
に
制
約
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た。
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
入

学
式
を
は
じ
め 、
体
育
祭、
校

外
学
習 、
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル、

中
高一
貫
部
校
長

修
学
旅
行
ま
で
も
様
々
な
行
事

が
中
止
に
な
り
ま
し
た。
ど
の

行
事
も一
生
に一
度
の
か
け
が

え
の
な
い
大
切
な
も
の
ば
か
り

で
あ
り、
感
染
の
観
点
か
ら

と

は
い
え
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
本

当
に
申
し
訳
な
く
思
っ

て
お
り

ま
す。
先
日 、
医
療
現
場
に
従

事
す
る
卒
業
生
か
ら
電
話
が
あ

り
ま
し
た。
「
先
生
方
は
じ
め

学
校
は
大
丈
夫
で
す
か
」

と
い

う
内
容
の
電
話
で
し
た。
聞
け

ば
コ

ロ
ナ
感
染
者
病
棟
を
担
当

し
て
お
り、
毎
日

が
緊
張
の
連

続
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た。

逼
迫
す
る
第一
線
の
病
棟
で、

重
症
患
者
の
方
の
対
応
に
努

め 、
自
ら
も
感
染
の
危
険
と
向

き
合
う
卒
業
生
の
頑
張
り
に
感

謝
と
敬
意
の
念
を
担
か
ず
に
は

い
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た。

以
前 、
朝
礼
で、
12
世
紀、

中
国
で
禅
宗
の
言
葉
を
ま
と

め
た
『
碧
巌
録』
の
中
か
ら

「
日
々
是
好
日

」

と
い
う
言
葉

の
話
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す。
そ
れ
は、
物
事
を
「
優

劣
」

や
「
掴
毎」
で
判
断
し
て

考
え
る
の
で
は
な
く 、

と
ら

わ
れ
を
さ
っ
ぱ

り
捨
て
切
っ

て、
一一
度
と
訪
れ
な
い
そ
の

日一
日
を
精一
杯
生
き
て
い

く
こ
と。
例
え
ば 、
そ
れ
が
嵐

の
日

で
あ
ろ
う

と、
何
を
や
っ

て
も
う
ま
く

い
か
な
い
日

で
あ

ろ
う

と、
た
だ
ひ
た
す
ら 、
あ

希望への絆

n
 は、

9
月
最
初
か
ら
全
園
児
が

通
常
時
間
で
生
活
で
き
る
よ
う

保
育
を
進
め
て
き
ま
し
た。
集

ま
る
時

に
は、
園
児
同
士
が
距

離
を
取
れ
る
よ
う
配
慮
し、
園

児
が
使
用
し
た
も
の
は
で
き
る

だ
け
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
を
細
目

に
行
う
な
ど、
教
員
た
ち
の

並
々
な
ら
ぬ
陰
の
努
力
に
よ

り、
安
全
な
生
活
を
作
り
出
せ

た
の
だ
と
思
い
ま
す。

子
ど
も
た
ち
は
新
し
い、
特

殊
と
も
言
え
る
生
活
様
式
に
も

慣
れ
て、
毎
日
明
る
＜
元
気
に

回
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す。
自

分
で
興
味
を
持
っ

た
こ
と
に
取

り
組
み、
友
だ
ち
と
た
く
さ
ん

関
わ
り
を
持
ち
ま
す。

本
園
で
は、
特
に
園
庭
で
の

遊
び
が
面
白

い」
の
で
す。

回
庭
で
は
「
体
を
動
か
し
て
遊

ぶ
」

「
植
物
な
ど
自
然
物
と
関

わ
る
」

「
砂
や
水
を
使
っ

て
遊

ぶ
」

「
ご
っ
こ
遊
び
」

な
ど、

「
や
っ

て
み
た
い
」

と
思
わ
ず

に
は
い
ら

れ
な
い
魅
力
が
い
っ

ば
い
で、
た
く
さ
ん
の
関
わ
り

の
中
で
毎
日

新
し
い
ド
ラ
マ
が

生
ま
れ
ま
す。
人
間
関
係
は、

安
心
し
て
過
ご
せ
る
躙
境 、
つ

ま
り
素
の
自
分
を
周
囲
に
受
け

止
め
て
も
ら
え
る
場
が
あ
る
こ

と
で、
よ
り
深
ま
っ

て
い
く
も

の
で
す。
幼
稚
園
で
は
深
い
信

頼
盟
や
安
定
し
た
闊
の
下

で、
色
々
な
人
と
接
す
る
中
か

ら
気
持
ち
が
育
ち
ま
す。
時

に

は
自
分
の
気
持
ち
を
調
整
し
た

り、
く
じ
け
ず
に
自
分
で
や
り

抜
く
よ
う

に
し
た
り、
と
い
っ

た
場
面
も
大
切
で
す。
幼
児
が

自
分
の
良
さ
や
特
徴
に
気
付

き、
自
信
を
持
っ

て
行
動
で
き

る
よ
う

に
「
生
き
る
力
」

を
育

み
た
い
と
強
く
願
っ

て
い
ま

す。社
会
状
況
は
刻
々
と
変
化
し

て
い
ま
す
が、
世
界
中
で
幼
児

教
育
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い

ま
す。
文
京
幼
稚
園
の
良
さ
を

裔
に
し
な
が
ら 、
一
層
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

本
年
も
ご
指
導
の
租 、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す。

水
上

茂

り
の
ま
ま
に
生
き
れ
ば 、
ど
ん

な
状
況
で
も
必
ず
人
生
に
惹
味

あ
る
も
の
と
な
り、
そ
の
積
み

重
ね
が
毎
日
を
「
好
日

」

つ
ま

り
「
良
き
日

」

に
し
て
く

れ
る

と
い
う
教
え
で
す。

日
々 、
不
自
由
さ
を
感
じ
な

が
ら

い
つ
ま
で
続
く
か
わ
か
ら

な
い
コ

ロ
ナ
禍
で
す
が、
一
方

で
私
た
ち
は、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
授
業
や
会
議
な
ど
今
ま
で

考
え
る
こ
と
す
ら
な
か
っ

た、

新
た
な
学
校
で
の
生
活
様
式
を

確
立
し
つ
つ
あ
る
こ
と
も
事
実

で
す。殿

後
に
な
り
ま
す
が、
こ
の

時
代
を
「
好
日

」

と
考
え 、
生

徒
と
共
に
前
に
進
ん
で
参
り
た

い
と
思
い
ま
す。
本
年
も
皆
様

の
ご
指喘
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す。

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す。コ

ロ
ナ
禍
の
現
在
に
お
い
て

文
京
学
園
各
設
臨
校
で
は、
安

全
な
教
育
活
動
を
い
か
に
行
っ

て
い
く
か 、
試
行
錯
誤
し
苦
労

の
連
続
で
し
た。
文
京
幼
稚
園

で
は、
6

月
に
分
散
登
園
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
が、
3

密
回
避

の
工
夫
と
し
て、
3
学
年
そ
れ

ぞ
れ
が
ク
ラ
ス
毎
に
降
園
時
間

を
分
散
す
る
こ
と
で、
園
児
が

な
る
べ
く
毎
日
登
園
で
き
る
よ

う
に
配
慮
し
て
き
ま
し
た。
そ

れ
で
も
「
日
常
」

を
取
り
戻
す

に
は
租
遠
く 、
1
学
期
は
新
し

い
生
括
の
ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
だ
け
で
終
わ
り
ま
し
た。

し
か
し
な
が
ら 、
こ
の
期
間

が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
2
学
期

「
生
き
る
力」
を
育
む
教
育

文
京
幼
稚
園
園
長

比
E
m
董
空�，
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本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
自
治
会
本
部

川
野
広
貴
経
営
学
部
3

年）

新
年、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す。

厳
し
い
状
況
の
中、
皆
様
の
多
大
な
る
ご
協
力
を
得
て、

本
郷
キ

ャ
ン
パ
ス
学
生
自
治
会
本
部
は
新
し
い
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た。
昨
年
は、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り、
社
会
全
体
が
変
化
を
求
め
ら
れ
る
年
と
な
り

ま
し
た。霊

自
治
会
本
部
も
例
年
通
り
の
活
動
が
行
え
ず、
新
し
い
方
法
で
活
動
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た。

そ
の
中
で、
例
年
で
は
発
見
で
き
ず
に
い
た
課
題
や
可
餡
性
を
見
出
す
こ

と
が
で
き、
成
長
の
兆
し
と
な
る
よ
う
な
1

年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す。

今
年
は、
昨
年
得
た
こ
と
を
活
か
し
つ
つ
学
生
自
治
会
本
部
を
よ
り
良
い
団
体
へ
発
展
さ

せ、
本
郷
キ

ャ
ン
パ
ス
学
生
の
大
学
生
活
を
更
に
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
糠
に
活
動
し

て
い
く
所
存
で
す。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す。




